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～二十歳を迎えて一言～～二十歳を迎えて一言～
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お礼の言葉  福澤 悠 さん

記念品贈呈  木村 汐稀 さん

二十歳の誓い
 遠藤 帆乃 さん  川端 勇汰 さん

　

１
月
12
日
㈰
、
中
央
公
民
館
で
「
令
和
７
年
平
取
町

二
十
歳
を
祝
う
会
」
が
開
催
さ
れ
、
華
や
か
な
振
袖
や

ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
31
名
が
、
来
賓
や
家
族
か
ら
の

祝
福
を
受
け
、
二
十
歳
の
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

　
旧
友
た
ち
と
晴
れ
姿
で
の
再
会
に
、
会
場
の
い
た
る

と
こ
ろ
で
う
れ
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
が
は
じ
け
、
記

念
の
一
日
を
写
真
に
収
め
る
出
席
者
た
ち
は
和
や
か
に

貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
夢
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
未
来
に
向
か
っ
て
挑
戦
を

続
け
る
二
十
歳
の
皆
さ
ん
が
、
今
後
も
健
康
で
生
き
生

き
と
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

令
和
７
年
二
十
歳
を
祝
う
会

令
和
７
年
二
十
歳
を
祝
う
会
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事 　業 　名 ／ 事　業　内　容

 国際先住民族フォーラム

 アイヌ文化の継承と多文化共生を目指すなかで、国内外の事例を学び
 取り組むべき施策を考えるとともに、様々な分野の専門家から言語・
 知的財産・文化環境・先住民族の権利などについての発表やディスカ
 ッションを行う国際フォーラムの開催
 （1993 年、2005 年、2019 年に当町で開催）

 アイヌ語復興事業

 アイヌ民族の歴史、文化、伝統に関する認識と理解を幼少期から深め
 ながら、アイヌ文化の継承を目指し、二風谷保育所におけるアイヌ文
 化教育の指導の充実を図る。

 おためし地域留学　in　平取町 道外の中学２・３年生を対象に、２泊３日でその地域ならではの体験
を通して平取町を知ってもらい、地域みらい留学に興味をもった中学
生が道外から平取高校へ進学を考える契機とする。

　 実 施 計 画 に は 全 部 で193 件 の 事 業 が 登 載 さ れ て い ま し た が、今 年 度 の 実 施 計 画 見 直 し
で40 件 の 新 規 事 業 が 登 載 さ れ、合 計 で233 件 と な り ま し た。主 な 新 規 事 業 を お 知 ら せ し
ます。（実施計画の詳細はホームページに掲載しています。）

≪第６次平取町総合計画実施計画の内容≫

 平 取 町 教 育 委 員 会

 平 取 町 農 業 委 員 会

 平 取 町 社 会 福 祉 協 議 会

 平 取 アイヌ 協 会

 び らとり農 業 協 同 組 合

 平 取 町 商 工 会

 沙 流 川 森 林 組 合

 平 取 町 自 治 振 興 会

 連 合 北 海 道 平 取 地 区 連 合

 一 般 公 募

≪総合計画審議会の構成≫
※委員は各団体からの推薦（一般公募除く）

　 総 合 計 画 審 議 会 で は、町 長 か ら の 諮 問（ 意 見・見 解 を も と め る こ と ）を 受 け て、実 施 計
画（案）の内容を審議します。
　 今 年 度 は、12 月 ３ 日 ㈫ と26 日 ㈭ に 審 議 会 が 開 催 さ れ、12 月26 日 に 総 合 計 画 審 議 会 
山田 一明 会長、櫻井 幹也 副会長から町長へ答申書が提出されました。

『平取（みんな）の夢を未来（あした）につなぐ』
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事 　業 　名 ／ 事　業　内　容

 平取町 UIJ ターン新規就業支援等事業
 （新しい地方経済・生活環境創生交付金）

東京23 区（在住者または通勤者）から北海道内に移住し、就業した場
合（就業要件を満たした方）に移住支援金を交付する。

 空き家・移住相談窓口設置事業 地 域 お こ し 協 力 隊 制 度 を 活 用 し、「 空 き 家・移 住 相 談 コ ー デ ィ ネ ー
タ ー」を 市 街 地 の 空 き 家 に 配 置 し た 相 談 窓 口 を 設 置 す る と と も に、空
き 家 バ ン ク を 充 実 さ せ、住 民 や 民 間 と の 連 携 に よ り、移 住 希 望 者 へ の
支援を強化する。

 ふるさとワーキングホリデー事業 首都圏など町外に在住する若者が２週間程度滞在し、働いて収入を得
な が ら 平 取 町 の 暮 ら し を 学 び、体 験 す る こ と で、平 取 町 の 関 係 人 口 の
拡大と将来的な移住・定住の掘り起こしを進める。

 地域おこし協力隊（民間企業雇用
 型）事業

民間企業と協働して地域協力活動に取り組む地域おこし協力隊を募集
する。最長３年の期間満了後も企業への定着を目指す。

 住まいのゼロカーボン化推進事業

 既存住宅の性能向上と省エネ・再エネ性能に優れた住宅ストック
 の形成により、町のゼロカーボンシティ実現を促進することを目
 的とし、省エネ改修として電気ヒートポンプ、ヒートポンプ・ガ
 ス瞬間式併用型給湯器、空気清浄機能・換気機能付きエアコンの
 導入経費、再エネ設備導入として、住宅用の太陽光発電設備およ
 び蓄電池設備の導入経費を補助する。

 事業承継支援補助事業 地域の雇用や地域活動の衰退を防ぐため、町内での事業承継の促進に
商工会から推薦のあった町内事業者に対し、各種申請書類に係る事務
経費および店舗等の設備の費用等を補助する。

 中小企業・小規模企業借入資金
 利子補給金事業

町内に事業所を有し、商工会が推薦し融資を受けた小規模事業者等が
借り入れた「小規模事業者経営改善資金」の利子補給を行う。

 スマート農業推進事業

 高齢化と人手不足の進む生産現場に先駆的な AI・ICT 技術を導入
 に向け、農業用ドローン（産業用マルチローター）操縦士資格な
 どの技能取得、生産性や作業性の向上を目指すための研修参加等
 の経費助成する。

 ペーパーレス会議整備事業 会議に使用される紙や印刷にかかるコストを削減し、長期的な経費節
減を図る。資料の保管や管理スペース削減、会議資料の迅速な共有を
行えるように整備する。

 平取町公式 LINE 構築事業 スマホ等のアプリ「ＬＩＮＥ」を活用し、電子による情報伝達及び各
種申請、アンケートなど町民利便性を向上させる。

 水道スマートメーター導入事業 水道検針業務の効率化、検針員の担い手不足を解消する。

第６次平取町総合計画 実施計画が答申されました！
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F ISU 冬季ワールドユニバーシティーゲームズ（イタリア・トリノ開催）

　　スノーボード男子ビッグエアで

　　　　　藤
ふ じ や

谷 瞭
りょうじ

至 さん（札幌大学2 年） 金メダル‼

左：表彰台でTEAM JAPAN が祝福（中央）

右：金メダルを手に優勝報告

　「 大 学 生 の オ リ ン ピ ッ ク 」と 称 さ れ、国 際 大 学 ス ポ ー ツ 連 盟
（FISU）が 主 催 し、2 年 に 一 度 開 催 さ れ るFISU 冬 季 ワ ー ル ド ユ
ニ バ ー シ テ ィ ー ゲ ー ム ズ2025（1 月13 日 ～23 日 ）に、ス ノ ー
ボード日本代表として藤谷瞭至さん（札幌大学2 年）が出場し、
男子ビックエアでバックサイドトリプルコーク1440 の大技を
決めて見事優勝、金メダルを獲得しました。また、スロープスタ
イルでも４位となり、好成績を収めました。１月23 日㈭に役場
を訪れ、遠藤町長に優勝の報告をしました。
　この冬季大会は、11 競技が実施され、57 の国・地域から2,000
名を超える大学生アスリートがエントリーし、日本からは、北
京 冬 季 オ リ ン ピ ッ ク で フ ィ ギ ュ ア ス ケ ー ト 銀 メ ダ リ ス ト の 鍵
山 優 真 選 手 な ど 男 子56 名、女 子55 名 の 学 生 がTEAM JAPAN
として出場しました。

２/ ６ 義経神社 初午祭２/ ６ 義経神社 初午祭

　 今 年 最 初 の 午 の 日 で あ る ２ 月 ６ 日 ㈭ に 「 初 午 祭 」が
斎 行 さ れ、軽 種 馬 生 産 者 や 競 馬 関 係 者 、ま た 愛 馬 家 な ど
が愛 馬息災、先勝必勝を祈願しました。
　「 初 午 祭 」は 、五 穀 豊 穣 や 商 売 繁 盛 な ど さ ま ざ ま な ご
利 益 を 祈 る も の で 、義 経 神 社 で は 馬 を 大 切 に し た と さ
れ る 源 義 経 を 祀 る こ と か ら 、馬 の 健 康 と 活 躍 を 祈 願 す
る伝 統行事として昭和48 年頃から斎行されています。

　 １ 月 ４ 日 ㈯、平 取 消 防 出 初 式 が 中 央 公 民 館 で 行 わ れ、
防火へ の誓いを新たにしました。
　厳し い寒さのなか、約 60 名の消防団員が整列し、日高
西 部 消 防 組 合 副 管 理 者  遠 藤 町 長 、西 前 消 防 長、本 間 消
防団長 の巡閲を受けました。
　 そ の 後 の 式 典 で は 永 年 の 功 績 の あ っ た 団 員 等 に 対
し、表彰状や感謝状が授与されました。

１/ ４ 平取消防 出初式１/ ４ 平取消防 出初式

中野大臣（中央左）と記念撮影
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　 苫 小 牧 地 方 法 人 会 平 取 支 部
（ 会 長 小 林 史 明 氏 ）よ り、1 月
９ 日 ㈭、弥 生 保 育 所（ 弥 生 福 祉
会 理 事 長 小 向 文 夫 氏 ）に 玩
具・遊具が贈られました。
　 こ の 事 業 で は、毎 年、地 域 の
福 祉 施 設 に 必 要 な 備 品 を 寄 贈
しています。

◆社会福祉貢献事業 備品贈呈◆社会福祉貢献事業 備品贈呈◆◆

　 一 般 社 団 法 人 室 蘭 建 設 協 会、日 高 建 設 協 会 よ り、日 高
地 方 共 同 募 金 委 員 会 に 歳 末 た す け あ い 義 援 金 が 寄 せ ら
れ、12 月23 日 ㈪ 、平 取 町 共 同 募 金 委 員 会 泉 澤 会 長 よ り
平 取 福 祉 会（ 理 事 長 山 岸 俊 紀 氏 ）に 手 渡 さ れ ま し た。
　 こ の 義 援 金 で こ こ ろ の ホ ー ム ふ れ な い に 車 い す が 購
入されます。

◆◆歳末助け合い義援金寄贈◆歳末助け合い義援金寄贈◆

　 ゼ ロ カ ー ボ ン 北 海 道 の 実 現 に 貢 献 す る 森 林 の 整 備・
保 全 を 推 進 し、地 域 で 適 切 な 森 林 整 備 を 実 践 す る 森 林
所 有 者 や 木 育 活 動 に 取 組 む 団 体 に 贈 ら れ る 令 和 ６ 年 度
森 と 人 を 育 て る コ ン ク ー ル 森 林 所 有 者 部 門 で、町 内 で
カ ラ マ ツ の 適 切 な 管 理・育 成 に 取 り 組 む 川 上 廣 行 氏

（ 荷 負 ）が 優 秀 賞 を 受 章 し、1 2 月16 日 ㈪ に 日 高 振 興 局 森
林室 高田 伸哉 室長から伝達されました。

◆◆森と人を育てるコンクール表彰◆森と人を育てるコンクール表彰◆

　『 か わ ま ち 大 賞 』は 、河 川 空 間 を 活 用 し、地 域 の
賑 わ い を 創 出 し た 、他 の 模 範 と な る 先 進 的 な「 か
わ ま ち づ く り 」の 取 組 み を 国 土 交 通 大 臣 が 表 彰 す
る も の で 、令 和 ６ 年 度 の 大 賞 に「 平 取 町 か わ ま ち
づくり」が、北海道で初めて選ばれました。
　 平 取 町 は、ア イ ヌ 文 化 の 保 存・継 承 を 通 し て、
地 域 の 歴 史 文 化 体 験 な ど を 積 極 的 に 推 進 し、「 か
わ ま ち づ く り 」支 援 制 度 を 活 用 し た 沙 流 川 の 歴
史・文 化 の 伝 承 の 場 の 整 備、「 平 取 町 ア イ ヌ 施 策
推 進 地 域 計 画 」に 基 づ い た 町 域 全 体 で 伝 統 文 化 の
体 験 や 学 習 の 場 に 欠 か せ な い 河 川 空 間 の 賑 わ い
を 効果的に創出する取組みを続けています。
　 伝 統 的 な 舟 お ろ し の 儀 式「 チ ㇷ゚ サ ン ケ 」の 継 続
的 な 伝 承 活 動 を は じ め と す る、沙 流 川 で の 効 果 的
な取組みが高 い 評 価 を 受 け、初 の 受 賞 と な り、２ 月
６ 日 ㈭ に、中 野 洋 昌 国 土 交 通 大 臣 か ら 遠 藤 町 長
に表彰状が授与されました。

北海道で初めて平取町が受賞

令和 6 年度『かわまち大賞』に決定 !!令和 6 年度『かわまち大賞』に決定 !!

まちのひろばまちのひろばまちのひろばまちのひろば
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　 初 め て 滑 る 子 ど も た ち は、リ フ ト に 乗 る こ と を 目 標 に 繰 り 返 し 練 習 し 、講 師 の 方 た ち の お か
げで最終的には全員が第１リフトに乗り、滑りおりてくることができました。
　スキー・スノーボードの楽しさにふれ、基礎技術を学び楽しんだ１日となりました。

　 冬 休 み 期 間 中 の 運 動 不 足 の 解 消 と 体 力 づ く り
を 目 的 に １ 月15 日 ㈬、町 内 の 小 学 生 を 対 象 と し
た 「 初 心 者 ス キ ー 教 室 」を 日 高 国 際 ス キ ー 場 で 開
催 し ま し た 。ス キ ー ・ス ノ ー ボ ー ド を 初 め て 滑 る
子 ど も か ら 、か な り 経 験 を 積 ん だ 子 ど も ま で の 男
女35 名が参加しました。
　 一 部 の 地 域 で は 、例 年 に な い 積 雪 量 と な り ま し
た が、日 高 西 部 で は 雪 不 足 に よ り、教 室 の 開 催 が
危 ぶ ま れ ま し た。当 日 の 朝 に は、若 干 の 積 雪 も あ
り良好なコンディションとなりました。

初心者スキー教室初心者スキー教室

  日高のゲレンデにくりだそう日高のゲレンデにくりだそう ‼‼

左下：Wipeout左下：Wipeout

中央：ロール＆ 中央：ロール＆ 
　　　スィングゾーン　　　スィングゾーン

右上：フィアーブリッジ右上：フィアーブリッジ

エアバックジャンプエアバックジャンプ

　 １ 月19 日 ㈰、平 取 町 と 日 高 町 の 小 学 ４ ～ ６ 年 生 の 交
流 を 目 的 と し た 平 取 町・日 高 町 キ ッ ズ 交 流 事 業 を 開 催
し ま し た。今 回 は、道 内 初 の 次 世 代 型 ア ト ラ ク シ ョ ン
パ ー ク「 伊 達 大 滝CHILDHOOD」（ 伊 達 市 ）を 会 場 に 、
両 町 合 わ せ て 24 名 の 児 童 が 参 加 し 、グ ル ー プ ご と で の
活動を通して交流を深めました。
　 会 場 内 は ひ ん や り し て い ま し た が、真 冬 の 寒 さ を も
の と も せ ず 汗 だ く に な り な が ら、普 段 経 験 す る こ と が
で き な い S AS UKE を 彷 彿 さ せ る 数 々 の 大 型 ア ト ラ ク
ションを体験し、大満足の１日となりました。

チャレンジアトラクションチャレンジアトラクション
平取町・日高町キッズ交流事業平取町・日高町キッズ交流事業

教育委員会教育委員会からのお知らせからのお知らせ
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お
問
い
合
わ
せ
】

　
保
健
福
祉
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保
健
推
進
係

   
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
び
ら
と
り
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  保健福祉課からのお知らせ

すこやかだよりすこやかだより

　

睡
眠
は
、健
康
状
態
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。睡

眠
障
害
（
不
眠
症
、睡
眠
時
無

呼
吸
症
候
群
、む
ず
む
ず
脚
症

候
群
等
）や
こ
こ
ろ
の
調
子
が

悪
い
な
ど
、専
門
職
に
相
談
す

る
必
要
が
あ
る
と
き
も
あ
り

ま
す
。睡
眠
の
問
題
が
続
い
た

ら
、自
己
解
決
し
よ
う
と
せ
ず

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
取
町
で
は
、
こ
こ
ろ
の
専

門
家
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
調
子
が
悪
い
な
ど

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
問

合
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

～
眠
れ
な
い
…
が
続
い
た
ら
～

　

眠
く
な
け
れ
ば
、い
っ
た
ん

布
団
か
ら
出
て
み
る
こ
と
も

良
い
で
し
ょ
う
。布
団
の
中
で

眠
れ
な
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
は
苦
痛
で
す
。眠
れ
な
い
時

間
に
楽
し
み
を
用
意
し
て
お

き
、自
分
の
好
き
な
こ
と
を
し

て
過
ご
す
こ
と
も
良
い
で
す
。

も
し
、眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご
し
て

も
、起
き
る
時
間
は
で
き
る
だ

け
同
じ
に
し
ま
し
ょ
う
。よ
い

睡
眠
の
コ
ツ
を
続
け
て
リ
ズ

ム
を
整
え
て
い
く
こ
と
で
、同

じ
時
間
帯
に
眠
く
な
っ
て
い

く
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

◇
起
き
た
ら

　
太
陽
の
光
を
浴
び
よ
う
！

◇
朝
食
を
食
べ
よ
う
！

◇
日
中
は
身
体
と
頭
を
な
る
べ

　
く
使
っ
て
、
昼
夜
の
メ
リ
ハ

　
リ
を
つ
け
よ
う
！

◇
午
後
の
眠
気
を
う
ま
く
逃
が

　
そ
う
！
　
昼
寝
は
30
分
以
内

　
15
時
ま
で
に
。

◇
夕
方
以
降
は
明
る
す
ぎ
な
い

　
照
明
を
！
　
布
団
に
入
っ
て

　
か
ら
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

　
使
用
は
控
え
よ
う
！

　

眠
ろ
う
！
と
努
力
し
な
い
。
人

間
に
は
、
生
体
リ
ズ
ム
が
備
わ
っ

て
い
ま
す
。
ズ
バ
リ
!
強
い
眠
気

を
感
じ
た
と
き
が
睡
眠
の
ベ
ス
ト

タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
こ
の
リ
ズ
ム

を
整
え
る
コ
ツ
は
…

～
よ
い
睡
眠
習
慣
の
コ
ツ
！
～

に
推
奨
さ
れ
る
こ
と
が
変
化
し
て

い
き
ま
す
。
詳
細
は
、
厚
生
労
働

省
Ｈ
Ｐ
内
「
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
睡
眠
ガ
イ
ド
２
０
２
３
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
（

QR 
コ
ー
ド
は
こ
ち
ら
↓
）

　

生
活
習
慣
や
環
境
要
因
に
よ
り

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
日
常
的

に
質
（
睡
眠
休
養
感
）・
量
（
睡

眠
時
間
）
と
も
に
十
分
な
睡
眠
を

確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
心
身
の

健
康
を
守
り
、
生
活
の
質
を
高
め

て
い
く
こ
と
は
重
要
で
す
。
健
康

日
本 

21
（
第
三
次
）」
で
は
、
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
睡
眠
に
関

す
る
推
奨
事
項
を
ま
と
め
る
と
と

も
に
、
質
・
量
と
も
に
十
分
な
睡

眠
を
確
保
す
る
に
当
た
っ
て
の
参

考
情
報
を
テ
ー
マ
ご
と
に
ま
と
め

て
い
ま
す
。
個
人
差
は
あ
る
も
の

の
、
世
代
に
よ
っ
て
適
正
な
睡
眠

時
間
、
睡
眠
の
質
を
上
げ
る
た
め

～
よ
い
睡
眠
と
は
？
～

　

生
活
の
中
で
必
ず
訪
れ
る
睡
眠

と
い
う
時
間
。
実
は
、
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
健
康
に
深
く
関
係
し
て

い
ま
す
。

　

睡
眠
不
足
が
続
く
と
、
脳
の
機

能
低
下
、
免
疫
力
の
低
下
、
ホ
ル

モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
な
ど
に
よ

り
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
に
不
調
を

き
た
し
ま
す
。
人
は
、
人
生
の
３

分
の
１
を
眠
っ
て
過
ご
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
人
の
平
均
睡
眠

時
間
は
７
時
間
22
分
と
先
進
国
33

か
国
中
、
最
も
短
い
睡
眠
時
間
で

し
た
。
最
も
身
近
な
生
活
習
慣
で

あ
る
睡
眠
に
も
っ
と
目
を
向
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

睡
眠
と
こ
こ
ろ
・
か
ら
だ
の
健
康

11 広報びらとりびらとり 2025.2 1010広報広報びらとりびらとり 2025.2



ふるさと納税寄附ふるさと納税寄附 まちの人口と世帯数まちの人口と世帯数

楢の実俳句会楢の実俳句会

戸籍の窓口戸籍の窓口
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遠
き
日
や
母
手
作
り
の
梅
酒
か
な　
　
　
　
　
　

内
海　

綾
子

木
枯
ら
し
の
笛
聞
き
な
が
ら
眠
る
夜　
　
　
　
　

遠
藤　

紫
光

油
揚
げ
狙
い
カ
ラ
ス
も
午
祭
り　
　
　
　
　
　
　

加
藤
え
い
子

冬
帽
子
好
き
な
物
し
か
か
ぶ
ら
な
い　
　
　
　
　

川
上
八
重
子

大
惨
事
夜
に
は
凍
る
春
時
雨　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷　

厚
子

軒
下
の
飯
粒
さ
が
す
寒
雀　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

俊
子

リ
ハ
ビ
リ
に
励
み
し
日
々
や
日
脚
伸
ぶ　
　
　
　

長
野　

新
一

梅
薫
や
氷
に
春
の
夢
描
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口
勢
津
子

鹿
の
こ
ゑ
廃
墟
の
旨
き
梁
を
打
つ　
　
　
　
　
　

古
久
保
李
莉

初
午
に
無
事
を
祈
っ
て
一
礼
し　
　
　
　
　
　
　

道
政
サ
ツ
子

枯
枝
に
雪
の
花
咲
く
冬
の
朝　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

正
子

令和６年12 月寄附件数・寄附金額

　　 4 ,727 件  111 ,080 ,100 円

令和７年 １月寄附件数・寄附金額

　　　　365 件  12 ,182 ,000 円

令和６年度累計

　（4 月１日～1 月31 日まで）

　　11,896 件  265 ,429 ,500 円

（前月比）

人　口 4,437 人 （ 2 人）

男 2,188 人 （ 0 人）

女 2,249 人 （ 2 人）

世帯数 2,380 世帯  （ 3世帯）

※令和７年１月末現在の住民基本台帳による

　㈲振内自工（代表取締役 社 長  瀧  博 明  氏 ）
よ り 、12 月 20 日 ㈮ に 振 内 小 学 校 、振 内 中 学
校 の 全 児 童 生 徒 お よ び 教 職 員 に ク リ ス マ ス
ケーキが贈られました。

　 株 式 会 社 出 口 組（ 代 表 取 締 役 出 口 直 沖 
氏 ）よ り 振 内 小 学 校 に お い て 、は た ら く ク ル
マ 見 学 会 の 開 催 、校 舎 窓 ガ ラ ス の 清 掃 作 業
をしていただきました。

◆ご寄贈・地域貢献活動に感謝します◆ご寄贈・地域貢献活動に感謝します◆◆

道南バス「荷菜摘」バス停

　（右側奥に「くろべこ」）

旧ニナツミコタン跡地周辺

　（右側は二風谷ファーム）

　 川 向 を 流 れ る シ ラ ウ 川 の 河 口 の 少 し 下 流 の 台 地 は、ニ ナ チ ミㇷ゚ と 呼 ば れ て い ま す。明 治31 年
に お こ っ た 沙 流 川 の 大 洪 水 の 時 に、荷 菜 摘 か ら 移 住 し て き た と 伝 え ら れ て い ま す（『 沙 流 郡 の
ア イ ヌ 語 地 名 Ⅰ 』よ り ）。一 部 の 人 は そ の 台 地 に 集 落 を つ く り、も う 一 部 の 人 た ち は 現 在 の シ ウ
ンコツの地に集落をつくったと記録されています（『平取村開村五十年史』より)。
　 荷 菜 摘 の 景 観 形 成 を 学 ぶ こ と で、私 た ち は 明 治 以 前 の 生 業 や そ の 後 の 農 業 政 策、自 然 災 害 に
向 き 合 っ て き た 暮 ら し の 実 態 を 深 く 知 る こ と が で き ま す。住 民 の 暮 ら し の 変 遷 を、バ ス 停 の 名
称 か ら 学 べ る の は 少 し 意 外 と 思 わ れ ま す が、実 は そ う い う 場 所 が 平 取 町 内 の い た る と こ ろ に あ
り ま す。ま た、そ の ほ か に も 町 内 に は、私 た ち が 郷 土 史 を 学 ぶ た め の 建 物 や 宗 教 施 設、石 碑 な ど
が多く所在します。そのひとつひとつに、地域の深い歴史と住民の想いがあります。
　 文 化 的 景 観 の 保 全 は 郷 土 史 や 地 域 産 業、文 化 継 承 な ど を 知 る た め の ツ ー ル に も な り ま す。ア
イヌ語地名や歴史的建造物なども含めた地元の財産を今後も大事にしていきま す。

　紫雲古津の南端に「荷菜摘」というバス停があります。もともとの意味はニナㇻ･ チミ･ ㇷ゚（台
地･ を 左 右 に か き 分 け る･ も の) と い う 沢 名 で す が、集 落 名 称 で あ る ニ ナ ツ ミ コ タ ン を 示 す 地 名
としても用いられています。
　 安 政 ５（1858）年 に 沙 流 川 流 域 を 訪 れ、地 域 の 暮 ら し や 地 名 を 詳 細 に 記 録 し た 松 浦 武 四 郎 の
日 誌 に は、「 門 別 川 上 流 の ク ッ タ ラ 付 近 に 人 家 が ６ 軒 あ る。100 年 前 ま で は 沙 流 川 す じ の ニ ナ ツ
ミにあったが、こちらの方が生活に便利なので引っ越してきた・・・」という説明があります。ま
た、大 正 ６ 年 に 刊 行 さ れ た『 平 取 外 八 箇 村 誌 』で は、ニ ナ ツ ミ の 元 々 の 場 所 は ペ ナ コ リ( 現 荷 負)
の少し下流側( 二風谷側) のあたりで、シカ猟の利便性を図るために門別川流域に集落を移した
後、明治19 年の勧農政策により、現在の紫雲古津の南端に移住したと記されています。

『平取町のバス停に地域住民の景観認知をみる』

北海道平取町〈アイヌの伝統と近代開拓による沙流川流域の文化的景観〉は、

国の重要文化的景観のひとつに選ばれています。

大切な地域の風景「文化的景観」
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　義経雪あかり（平取町商工会主催）がふれあいセンターびらとりで行われ、大
勢の家族連れで賑わいました。寒いなか、うどんとココアが振舞われ、恒例のビ
ンゴ大会では、豪華景品をめぐり、子ども達の大きな歓声と熱気が溢れました。

　義経雪あかり　２月１日　　義経雪あかり　２月１日　

 ２月２日㈰、二風谷ファミリーランドに全道各地から97 チームが集

結、応援にかけつけた家族やグループなど約900 名が、冬ならではの

PK 合戦で大いに盛り上がりました。強豪チームや常連チームが揃い、

優勝賞品「びらとり和牛10 万円相当」獲得を目指し、各ゴールで熱い

真剣勝負が展開されました。

　ナイスシュートや好セーブに大きな歓声や思わぬプレーに爆笑する

など、参加者の笑顔があふれる大会となり、昼食には「びらとり和牛＆

黒豚」の焼肉も振舞われ、冬のびらとりを満喫していただきました。
５度目の優勝　ＪＪ（旭川） 

気分はJ リーガー!!気分はJ リーガー!!
第27 回全道PK グランプリ第27 回全道PK グランプリ


